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      橋本 晴美 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

 

 

題 目   Development and Validation of the Total Dyspnea Scale for Cancer Patients

（がん患者の呼吸困難感包括評価尺度の開発と信頼性・妥当性の検討） 

European Journal of Oncology Nursing Vol.41, August, 2019, pp120-125, 

           Harumi Hashimoto, Kiyoko Kanda 

                                 

 

論文の要旨及び判定理由 

呼吸困難感は，がんの進行期や終末期では高頻度にみられ，身体的な機能低下だけでな

く，心理的影響によっても発生するという特徴がある。そのため，呼吸困難感を多側面か

ら包括的に評価するアセスメントツールが必要である。本研究の目的は，がん患者の呼吸

困難感を包括的に測定する尺度を開発し，その信頼性と妥当性を検討することである。 

尺度原案は，がん患者の呼吸困難感の概念分析，呼吸困難感経験のある患者の質的研究

や文献検討をもとに作成し，10名のがんエキスパートにより内容妥当性を確認した。 

本調査は，国内6カ所の総合病院において，がんに関連する呼吸困難感を自覚した経験

のある239名に自記式質問紙を配布した。項目分析，I-T相関分析，探索的因子分析を行い，

2因子11項目からなる「がん患者の呼吸困難感包括評価尺度（Total Dyspnea Scale of  

Cancer patients:TDSC）」を作成した。尺度全体のCronbachのα係数は0.952と高い信頼性が

認められた。確証的因子分析の結果，GFI＝0.876，AGF＝0.842，CFI＝0.936，RMSEA＝ 

0.108と，モデル適合度指標は望ましいとされる基準をほぼ満たしていた。基準関連妥当

性は，呼吸困難感尺度（CDS），QOLに関するがん患者の特異的尺度（FACT-G），がん

患者の心配評価尺度（BCWI）との関連を検討し，中等度から強度の相関を認めた。また， 

BCWI総得点の上下2群とTDSC得点には有意差が認められ，弁別的妥当性が確認された。 

本尺度は呼吸困難感を簡便に多次元から評価できるものであり，がん患者の呼吸困難感

の緩和に向け，アセスメントやケア評価に有用であると認められ，博士（看護学）の学位

に値するものと判定した。   
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       主査    群馬大学大学院教授 
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 参考論文 

1. 「がん患者の呼吸困難感」の概念分析 
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（様式6, 2頁目） 

 

最終試験の結果の要旨 

 

 がん患者に出現する呼吸困難感の特徴およびケアの現状と課題について，尺度開発にお
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ける質問項目の選択について、および尺度開発における信頼性と妥当性について 

 

 

試問し満足すべき解答を得た。 

 

                             （令和元年7月10日） 

 

 

試験委員 

主査    群馬大学大学院教授 

                 看護学講座     二渡 玉江  印 

 

 

       副査    群馬大学大学院教授 

                        看護学講座     岡 美智代 印 

 

 

       副査    群馬大学大学院教授 

                  生体情報検査科学講座  林 邦彦 印 

 

          

 

 

 

試験科目 

 

        がん患者に出現する呼吸困難感の特徴 

およびケアの現状と課題について     ○合・否 

 

         尺度開発における質問項目の選択について ○合・否 

 

            尺度開発における信頼性と妥当性について ○合・否 

 

 

 


